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最近の食の安全・安心に関する事例について

【最近の食中毒事件の発生事例について】

１ 県内の食中毒事件の発生状況について
平成２０年以降、県内で発生した食中毒は、件数が合計１５４件、患者数が２，３７７名

となっている。【下図のとおり】
食中毒の病因物質として最も多いのはノロウイルス（４７件、１，５１３名）であり、

次いで毒きのこ（４１件、１１５名）、カンピロバクター（２６件、１６５名）の順となっ
ている。
原因施設別では飲食店が５７件と最も多く、次いで家庭が５２件、旅館が１１件となって

いる。
近年の食中毒の発生傾向として、ノロウイルスやカンピロバクターによる事件が多く発生

しており、きのこ、山野草などの自然毒による食中毒では死亡者がでるなど食中毒予防に関
する知識啓発が課題となっている。

＜平成２０年以降の県内の食中毒発生状況＞ (名)
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２ 最近の食中毒事件の事例について
◆ ヒスタミンによる食中毒事例（公表日：平成２８年１月２３日）

○ 発症年月日 平成２８年１月２１日
○ 主 症 状 唇の痒みや腫れ、発疹、頭痛
○ 患 者 数 ８７名
○ 原 因 食 品 魚介類販売業者が販売した期限切れのさんますり身
○ 病 因 物 質 化学物質（ヒスタミン）
○ 行 政 措 置 営業停止 平成２８年１月２３日から１月２４日（２日間）

◆ ツブ貝（唾液腺）による食中毒事例
（その１ 公表日：平成２８年３月１８日）

○ 発症年月日 平成２８年３月１３日
○ 主 症 状 冷や汗、悪寒、ふるえ
○ 患 者 数 １６名
○ 原 因 食 品 魚介類販売業者から購入し家庭で調理したツブ貝
○ 病 因 物 質 動物性自然毒（テトラミン）

（その２）
○ 発症年月日 平成２８年４月２１日
○ 主 症 状 のぼせ、神経症状（物が二重に見えた）
○ 患 者 数 ２名
○ 原 因 食 品 魚介類販売業者から購入し家庭で調理したツブ貝
○ 病 因 物 質 動物性自然毒（推定 テトラミン）
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◆ 有毒植物による食中毒事例（公表日：平成２８年４月７日）
○ 発症年月日 平成２８年４月６日
○ 主 症 状 吐き気、嘔吐、めまい、手指のしびれ
○ 患 者 数 １名
○ 原 因 食 品 山で採取し家庭で調理したバイケイソウ（ウルイと誤食）
○ 病 因 物 質 植物性自然毒

【参考】

【有毒山野草による食中毒予防のポイント】
①食べられる種類が、はっきり分からないものは、絶対食べない。
②新芽や根だけで、種類を見分けることは難しいので注意する。

１ バイケイソウとオオバギボウシ（地方名：ウルイ） の写真

①花期のバイケイソウ（有毒） ②芽出し期のバイケイソウ（有毒）

④バイケイソウ（矢印）と
オオバギボウシ（左）は一緒に

③芽出し期のオオバギボウシ 生えていることがあるため注意が必要。
（地方名：ウルイ）（山菜）

２ 特徴等
（分 類）ユリ目、ユリ科、シュロソウ属
（生育地）北海道、本州、四国、九州の低山から高山帯までの林内や湿った草原に生える。
（特 徴）オオバギボウシ（地方名：ウルイ）の葉は、葉柄があって、主脈から側脈が出る

のに対し、バイケイソウの葉は、無柄で、完全な平行脈であることなどで識別で
きるが、芽出し期には分かりにくい。不快な苦みがあることも特徴である。

（毒 性）ベラトルムアウカイド：ヒトの致死量約２０ｍｇ（乾燥根で１～２ｇ相当）。
本毒性成分は加熱により分解しない。

（出典：厚生労働省ホームページ 写真提供：①～③磯田 進、④長谷川幹夫）
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